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この度はモデリスタ　フロントスポイラーをお買い上げ頂き誠に有難うございます。
本書は本商品の取り付け、 取り扱いについての要領と注意を記載してあります。
取り付け前に必ずお読み頂き、 正しい取り付け、 取り扱いを実施してください。
なお、 本書は必ずお客様にお渡しください。

TTC-0226

■ 品番 ・ 適合車種

★ 本商品は未登録車への取り付けは出来ません、 取り付けは車両登録後に行ってください。

・ 最新の適合情報は MODELLISTA カタログサイトをご覧ください。 https://www.modellista.co.jp/
・ 本製品とフロントグリルキット、 シグネチャーイルミブレードを同時装着する場合は、 フロントグリルキット、 
　シグネチャーイルミブレード、 本製品の順で取り付けてください。
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■ 構成部品
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■ 構成部品図
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■ 取り付け構成図

TT-FV-001
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■ 取り付け要領

TT-FV-002

・ 部品の取り外し

車両からフロントバンパー及びヘッドランプ LH/RH を取り外す。

 ・	取り外しの詳細は、 トヨタ自動車発行の修理書を参照してください。

 ・	特に指示がない限り、 取り外した車両クリップ、 スクリュー等は再使用しますので紛失しない様ご注意くだ
さい。

 ・	車両部品傷付き防止の為、 以降の作業は必ず保護シートの上で行ってください。

【重要】ラジエーターキャップのゆるみに注意してください。
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・ 補強キット取り付け

・ ヘッドランプ RH/LH の車両への復元

型紙貼り付け、 穴開けはフロントバンパーを外した状態で実施するため復元しない。

 1.	 該当車両の修理書 ( トヨタ自動車㈱発行 ) に従い、 ヘッドランプ RH/LH を車両に復元する。

組み付け位置、 方向及びワッシャーの組間違いのないように注意してください。 
本指示は LH 側を示しており、 RH 側も同様に行ってください。

 1.	 図の位置 （ラジエータサポートの車両穴） に⑩フランジボルト （1 本）、 ⑫ワッシャー A （1 個）、 
⑬ワッシャー B（2 個）、⑪フランジナットを仮締めし、ガタつき等がないことを確認して指定トルクで本締めする。

TT-FV-003

【重要】ラジエーターキャップのゆるみに注意してください。

【重要】ラジエーターキャップのゆるみに注意してください。
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※以下の手順はＬＨ側を図示しています。 特記事項を除きＲＨ側も同様に行ってください。

1.	⑨型紙シール （バンパーサイド） をフロントバン
パーに貼り付ける。

2.	⑨型紙シール （下端内側） をフロントバンパーに
貼り付ける。

3.	⑨型紙シール （下端外側） をフロントバンパーに
貼り付ける。

・ フロントバンパー穴開け

TT-FV-A19
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4.	⑨型紙シール （バンパーサイド） の穴開け位置
中心 （1 箇所） に、 ケガキ針でマーキングする。

TT-FV-A05

1.	 電動ドリルは、 穴を開ける面に対して垂直に
当ててください。

2.	 電動ドリルで他の車両部品を傷付けないよう
注意してください。

3.	 電動ドリルを使用する際は必ず保護メガネを
着用してください。 なお、 ドリルに巻き込まれ
るおそれがあるため手袋等は着用しないでく
ださい。

5.	図に従い、ドリル （φ 3、φ 6、φ 10） にストッパー
（ガムテープ） をセットする。

6.	電動ドリルでマーキング （1 箇所） に下穴φ 3 →
φ 6 を開ける。

7.	下穴 （1 箇所） に、 本穴φ 10 を開ける。

8.	加工穴のバリを取り除く。

TT-FV-A06

9.	フロントバンパー下面 （2 箇所） も同様の手順で 
穴開け作業を実施する。

・ フロントバンパーの車両への復元

 1.	 該当車両の修理書 ( トヨタ自動車㈱発行 ) に従い、 フロントバンパーを車両に復元する。
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1.	図に従い、⑨型紙シール （バンパーサイド） をカッ
トし、 斜線部分を剥がす。

TT-FV-A07

3.	フロントバンパー下面の穴開けした箇所に④グロ
メット （2 個） を取り付ける。

TT-FV-A10

4.	⑤Tボルト（1個）を②スポイラーLHに取り付ける。

2.	図に従い、 ⑨型紙シール （グリル側） をフロント
バンパーに貼り付ける。

TT-FV-A08

グロメットは方向性あるため、 イラストのように 
取り付けてください。

TT-FV-A09

・ スポイラー取り付け準備
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5.	図の基準に従い、 ②スポイラー LH をフロントバ
ンパー及びフロントグリルに仮当てする。

6.	⑥クリップナット （1 個）、 ⑦スクリュー （2 本） 及
び養生テープ （3 箇所） で②スポイラー LH を仮
固定する。

7.	①スポイラー RH も同様に仮固定する。

1.	 T ボルトで車両部品に傷をつけないよう、 T
ボルトから先に装着してください。

2.	 モールのリップが巻き込んでいないことを確
認してください。

8.	フロントバンパー下面取り付けスクリュー 
（4 本） を取りはずす。

スクリューは再使用するため、 失くさないよう 
保管してください。

TT-FV-A12

9.	②スポイラー LH に沿わせて、 マスキングテープ
をフロントグリル及びフロントバンパーに貼り 
付ける。

養生テープを貼り付けている箇所は、 一旦養生
テープを剥がしてからマスキングテープを貼り付
けてください。

TT-FV-A14

以降同様

10.	①スポイラー RH、 ②スポイラー LH を一度、 取り
はずす。

TT-FV-A11
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TT-FV-A15

11.	イソプロピルアルコール （IPA） を使用して、 ⑧プ
ライマー塗布範囲 を一方向に拭いて脱脂し、 ⑧
PAC プライマー N-200 を塗布する。

12.	マスキングテープを剥がす。

13.	②スポイラー LH の離型紙の端末 （3 箇所） を少
しめくり、 表側へ折り曲げてマスキングテープで
固定する。 （図中 部）

傷付き防止の為、 必ず保護シートの上で作業
を行ってください。

マスキングテープを剥がす際、⑨型紙シール（バ
ンパーサイド） 及び⑨型紙シール （グリル側）
が剥がれないように注意してください。

15.	③スポイラー CTR の離型紙の端末 （6 箇所） を
少しめくり、 表側へ折り曲げてマスキングテープ
で固定する。 （図中 部）

傷付き防止の為、 必ず保護シートの上で作業
を行ってください。

TT-FV-A16

TT-FV-A17

1.	 イソプロピルアルコール （IPA） を使用する際
は、 火気に充分注意してください。

2.	 プライマー開封前に、 必ずプライマー使用要
領を読んでください。

3.	 プライマーは、 マスキングテープで囲った内側
からはみ出さない範囲で塗布してください。

4.	 プライマーが塗布範囲外に付着した場合は、
直ちにイソプロピルアルコール （IPA） で拭き
取ってください。 
付着してしまいますと変色することがあります。

以降同様

14.	①スポイラー RH も同様に作業する。
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1.	図の基準に従い、 ②スポイラー LH をフロントバ
ンパー及びフロントグリルに仮当てする。

2.	⑥クリップナット （1 個） 及び⑦スクリュー （2 本）
で②スポイラー LH を仮固定する。

・ スポイラー取り付け

離型紙

TT-FV-B06

⑦スクリューは仮締めとし、 両面テープ圧着後
に本締めする。

3.	離型紙の端末 （3 箇所） を番号順に矢印方向へ
徐々に引き抜きながら圧着する。

圧着が不足していると、 浮きの原因となりますの
で、 しっかり加圧してください。

4.	⑥クリップナット （1 個） 及び⑦スクリュー （2 本）
を本締めする。

5.	⑨型紙シール（バンパーサイド）及び②スポイラー
LH に貼り付けたマスキングテープを剥がす。

6.	①スポイラー RH も同様に作業する。

7.	イソプロピルアルコール （IPA） を使用して、 ②ス
ポイラー LH の左図アミ掛け部を一方向に拭いて
清掃 ・ 脱脂し、 ⑧ PAC プライマー N-200 （塗装
部分） を塗布する。

8.	RH 側も同様に作業する。

TT-FV-B02

TT-FV-B05
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9.	図の基準に従い、 ③スポイラー CTR をフロントバ
ンパー及びフロントグリルに仮当てする。

10.	車両スクリュー （4 本） で③スポイラー CTR を仮
固定する。

マスキング
テープ

離型紙

TT-FV-A13

11.	離型紙の端末 （6 箇所） を番号順に矢印方向へ
徐々に引き抜きながら圧着する。

12.	車両スクリュー （4 本） を本締めする。

13.	③スポイラー CTR に貼り付けたマスキング 
テープを剥がす。

TT-FV-B04

車両スクリューは仮締めとし、 両面テープ圧着
後に本締めする。

圧着が不足していると、 浮きの原因となりますの
で、 しっかり加圧してください。
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■ 未塗装品の取り扱いについて
下記は未塗装品 （MSD41-58002） の塗装前、 塗装後の作業を記載しています。

下記要領に従い作業を行ってください。 

※本取付 ・ 取扱要領書は、 主に LH 側を示しており、 RH 側も同様に行ってください。

■ フロントスポイラーの塗装
スポイラー RH、 スポイラー LH を車体色で塗装する。 
1. 塗装面の汚れ、 ゴミ、 埃をウエスで取り除き、 必ず脱脂作業を行う。 

2. 製品に取り付けてある両面テープの全面、 クッションをマスキングする。 

3. プライマーサフェーサー塗装を行う。 （本製品の素材は＞ PP ＜です） 

4. 上塗り塗装を行う。 

5. 乾燥

両面テープの接着力は安定するまで 3 ～ 5 時間程度必要です。 

製品の取り付け後は、 最低 3 時間程度、 強い振動や風圧 （車両の移動を含む） が掛からないように 

オープンタイム （静止時間） をお取りください。

両面テープは充分に圧着してください。 圧着が不充分な場合、 浮き ・ 剥がれ等の症状が発生し脱落など 

重大な不具合が発生する可能性があります。 

両面テープ接着後、 24 時間以内は雨 ・ 洗車等で接着部に水が掛からないようにしてください。 

接着力が低下し、 剥がれ ・ 脱落等が発生する可能性があります。

乾燥温度を 70℃以上に上げますと、 製品に変形や割れが発生しますので乾燥温度には充分に注意して 
ください。 強制乾燥させる場合は製品が変形しないように固定してください。
本製品は下地処理として、 製品表面の面出しまで実施してあります。 塗装前の下地処理として足付け、
脱脂、 プライマーサフェーサー塗装は販売店様にて実施してください。
両面テープには、 絶対に塗装しないでください。 接着力が低下します。 マスキングテープを貼るなどして 
対応してください。

1. 製品全周に渡り、 浮き ・ 剥がれ等、 無いことを確認してください。

2. 車両及びフロントスポイラー廻りに傷が付いていないことを確認してください。

3. 本取り付けに伴い分解 ・ 脱着した部位により、 再設定 ・ 調整が必要となる場合があります。 

   該当車両の修理書 ( トヨタ自動車㈱発行 ) に従い、 各部の点検 ・ 調整 ・ 設定を行ってください。

■ 取り付け完了後の点検 ・ 注意事項

【重要】 
分解 ・ 脱着した部位以外でも、 周辺部品にふれて、 ラジエーターキャップの 
ゆるみや周辺部品の変形などが発生することがあります。 作業後は必ず、 
確認を行ってください。
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■ メッキピースの取り付け作業
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Fro
nt

■ モールの貼り付け作業
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■ 補修キット部品貼り付け
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株式会社 トヨタカスタマイジング＆ディベロップメント

MODELLISTA 商品問い合わせ窓口

TEL:050-3161-1000

https://www.modellista.co.jp/








